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サイトおよびオリゴデンドロサイト前駆細胞のマーカーとして、炭酸脱水酵素 (CA) I および神
経グリア抗原 (NG) 2 を用い、 GR および MR の発現を成体マウス脳の様々な領域(海馬の CA1 、CA3
および歯状回、大脳皮質、基底外側属桃体などの灰白質、脳梁、外包、海馬采などの白質)におい
て免疫組織化学的に検討した。その結果、 GR は CAI 陽性細胞の 80% 以上および NG2 陽性細胞の
85% 以上において発現がみられたが、 MR はいずれの細胞においても発現はみられなかった。 次に、
副腎摘出マウスを用い、血中コノレチコステロン (CORT) の減少による CAI 陽性細胞と NG2 陽性細
胞における GR の発現の変化について検討したところ、 CAI 陽性細胞および NG2 陽性細胞における
ほの発現強度は著明に減少していた。最後に、 GR の補因子であるステロイド受容体コアクチベー
ター (SRC) -1 と P30 の発現について検討したところ、 SRC-1 と P30 は NG2 陽性細胞内では発現
がみられたが、 CAI 陽性細胞では発現はみられなかった。以上の結果より、成熟したオリゴデン
ドロサイトおよびオリゴデンドロサイト前駆細胞における GR は、グルココルチコイドと GR の補因
子の主要なターゲットとして分化や髄鞘形成など、生体内において多彩な機能を発揮することが示
された。
